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平
成
29
年
度 

顕
彰

受
賞
者
紹
介

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

谷
田
部　
正
美
さ
ん

農
業
委
員
会
が
推
薦
し
た

小
川　
芳
文
さ
ん

農
業
功
労
者
表
彰

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

飯
田　
美
郎
さ
ん

　

先
代
の
高
齢
化
に
伴
い
、

平
成
８
年
に
会
社
を
退
職
し

就
農
。
現
在
は
、
サ
ラ
ダ
に

適
し
た
品
種
を
中
心
に
生
産

し
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
や
市

内
飲
食
店
、
共
同
直
売
所
等

で
販
売
。
ネ
ギ
・
玉
ネ
ギ
に

つ
い
て
は
保
育
園
や
学
校
給

食
へ
提
供
。
平
成
26
年
に
有

志
農
家
で「
狛
江
GAP
研
究
会
」

を
創
設
し
、
初
代
会
長
に
就

任
。
安
心
・
安
全
の
提
唱
と

野
菜
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
認
知
度
を
高
め
、
高
品

質
な
農
作
物
の
供
給
を
目
指

す
。
ま
た
、
先
進
的
な
水
耕

栽
培
に
も
着
手
し
、
東
京
都

エ
コ
農
産
物
認
証
、
認
定
農

業
者
、
東
京
都
指
導
農
業
士

の
認
定
を
受
け
、
農
業
委
員

の
経
歴
も
持
つ
優
秀
な
農
業

経
営
者
で
す
。

　

就
農
時
よ
り
環
境
に
優

し
い
農
業
を
心
掛
け
、
有
機

肥
料
の
積
極
的
な
使
用
や
土

壌
改
良
に
取
組
み
、
消
費
者

に
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
を
供

給
。
ま
た
、
狛
江
の
特
産
で

あ
る
枝
豆
の
栽
培
に
力
を
注

ぎ
、
様
々
な
品
種
を
生
産
、

地
元
消
費
者
に
留
ま
ら
ず

他
県
か
ら
の
購
入
者
に
も
好

評
。
地
域
の
信
頼
と
優
れ
た

生
産
技
術
を
持
つ
指
導
者
で

あ
り
、
農
業
委
員
と
し
て
平

成
20
年
７
月
か
ら
３
期
９
年

間
を
歴
任
、
最
終
期
に
は
会

長
職
を
務
め
、
農
業
振
興
へ

の
貢
献
と
功
績
の
評
価
が
非

常
に
高
い
優
秀
農
業
経
営
者

で
す
。

　

平
成
13
年
、
父
親
を
亡
く

し
た
の
を
期
に
市
役
所
を
退

職
し
、
家
業
を
継
承
。
端
境

期
が
無
い
よ
う
路
地
野
菜
を

中
心
に
生
産
、
旬
の
新
鮮
な

朝
採
り
野
菜
を
直
売
所
に
て

対
面
販
売
す
る
。
ま
た
、
有

機
肥
料
を
積
極
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
安
全
で
新
鮮

な
野
菜
を
提
供
す
る
こ
と
に

心
掛
け
、
地
元
消
費
者
か
ら

の
信
頼
も
非
常
に
高
い
。
平

成
23
年
７
月
か
ら
２
期
６
年

間
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と

し
て
地
域
農
業
の
振
興
と
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
果
し
、

最
終
期
に
は
会
長
職
務
代
理

を
務
め
た
地
域
の
模
範
と
な

る
農
業
経
営
者
で
す
。

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

簿
記
記
帳
講
習
会
に
つ
い
て

東
京
都
農
業
会
議
の
指
導
に

よ
る
講
習
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
、
詳
細
は
事
務
局
ま
で

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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平
成
30
年
４
月
に
は
、
新
た

に
特
定
生
産
緑
地
制
度
が
創

設
さ
れ
、
買
取
申
出
の
時
期

を
10
年
単
位
で
見
直
す
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
新

制
度
へ
の
移
行
及
び
、
従
来

ど
お
り
の
税
制
特
例
を
継
続

し
て
受
け
た
い
場
合
は
、
当

初
の
生
産
緑
地
指
定
か
ら
30

年
経
過
す
る
前
に
特
定
生

産
緑
地
へ
の
指
定
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
今
後
、
農
業
委
員
会
で

は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
詳

細
が
分
か
り
次
第
、
正
確
な

情
報
を
皆
様
へ
提
供
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
10
月
１
日
よ

り
、
西
野
川
２
丁
目
の「
に
し

の
が
わ
第
２
」
と
中
和
泉
２

丁
目
の
「
な
か
い
ず
み
第
３
」

市
民
農
園
が
新
た
に
開
園
し

ま
し
た
。
農
業
委
員
会
で
は
、

開
園
に
合
わ
せ
て
同
年
10
月

14
日
、
並
び
に
利
用
者
改
選

に
合
わ
せ
て
平
成
30
年
４
月

７
日
に
開
催
さ
れ
た
市
内
全

農
園
の
現
地
指
導
へ
、
講
師

と
し
て
農
業
委
員
を
派
遣
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
参
加
者

か
ら
の
質
問
に
対
応
し
、
野

菜
の
品
目
ご
と
に
よ
る
栽
培

方
法
や
耕
作
す
る
上
で
の
疑

問
等
に
つ
い
て
、
親
切
丁
寧

食
品
加
工
さ
れ
る
ま
で
延
々

と
保
管
さ
れ
続
け
る
と
の
こ

と
。
ま
た
、
倉
庫
内
に
は
空

調
設
備
も
無
く
、
決
し
て
安

全
と
は
言
え
な
い
保
管
状
況

で
し
た
。
そ
の
後
、
会
議
室

に
移
動
し
、「
日
本
に
お
け

る
輸
入
農
産
物
の
現
状
と
課

題
」と
題
し
、現
場
の
実
態
に

つ
い
て
改
め
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
日
本
の
食
料
自
給

率
は
低
く
、
食
の
大
半
は
輸

入
に
依
存
、
食
品
輸
入
量
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
検
査
基

準
を
低
く
設
定
し
な
け
れ
ば

対
応
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
今
回
の
研
修
を
実
施

し
た
こ
と
で
、
外
国
に
依
存

す
る
日
本
の
食
生
活
の
危
う

さ
を
実
感
し
、
食
の
安
心
と

安
全
を
守
る
た
め
、
国
内
農

業
の
維
持
発
展
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

狛
江
市
農
業
委
員
会
で

は
、
平
成
30
年
２
月
８
日
に

現
地
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
横
浜
港
湾
労

働
組
合
執
行
委
員
長
の
ご
協

力
に
よ
り
、「
横
浜
税
関
に
お

け
る
輸
入
食
品
の
実
態
」
と

し
て
、
輸
入
野
菜
を
中
心
と

し
た
保
管
状
況
の
視
察
と
、

輸
入
食
品
の
安
全
性
や
現
場

の
実
態
に
つ
い
て
聴
講
し
ま

し
た
。
最
初
に
案
内
さ
れ
た

テ
ン
ト
倉
庫
に
は
、
木
枠
梱

包
さ
れ
た
塩
蔵
胡
瓜
、
茄
子
、

大
根
な
ど
が
煩
雑
に
積
上
げ

ら
れ
、
収
穫
期
や
賞
味
期
限
、

廃
棄
期
限
の
表
記
も
無
く
、

に
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
６
月
、
生
産
緑

地
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、

生
産
緑
地
指
定
の
下
限
面
積

が
500
㎡
か
ら
300
㎡
へ
引
き
下

げ
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
の
条
例
制
定
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会

で
は
、
早
期
の
条
例
制
定
を

要
望
す
る
た
め
、
同
年
７
月

に
意
見
書
を
市
長
へ
提
出
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ

れ
を
受
け
た
担
当
部
署
に
お

い
て
、
条
例
制
定
に
向
け
た

手
続
き
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

■
視
察
研
修
に
つ
い
て

■
市
民
農
園
開
園
に
つ
い
て

■
生
産
緑
地
制
度
に
つ
い
て
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●
玉
ね
ぎ
た
っ
ぷ
り
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

　
・
ト
マ
ト　
１
個
（
150ｇ
）

　
・
玉
ね
ぎ　

¼
個
（
50
ｇ
）

　
・
塩　
一
つ
ま
み

　
・
オ
リ
ー
ブ
油　

小
さ
じ
１

　
・
こ
し
ょ
う　

少
々

下
準
備
…
ト
マ
ト
は
へ
た
を
取
り
、
皮

ご
と
荒
く
み
じ
ん
切
り
。
玉
ね
ぎ
に

つ
い
て
も
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

《
作
り
方
》

① 

テ
フ
ロ
ン
製
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ

リ
ー
ブ
油
を
入
れ
、
玉
ね
ぎ
と
塩

を
加
え
、
あ
め
色
に
な
る
ま
で
中

火
で
炒
め
る
。

② 

ト
マ
ト
を
加
え
て
炒
め
、
木
ベ
ラ
で

つ
ぶ
し
な
が
ら
分
量
が
半
分
に
な

る
ま
で
煮
詰
め
る
。

③
こ
し
ょ
う
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

●
な
す
ピ
ザ

　
・
な
す　
２
〜
４
本
（
280ｇ
）

　
・
オ
リ
ー
ブ
油　

大
さ
じ
½

　
・
ウ
イ
ン
ナ
ー　
２
本

　
・
ツ
ナ
缶
（
水
煮
）　

½
缶

　
・
チ
ー
ズ　
　

50
ｇ

下
準
備
…
な
す
は
１
㎝
厚
さ
の
輪
切

り
か
斜
め
切
り
に
し
、
塩
水
に
さ
ら

し
て
水
気
を
切
る
。
ウ
イ
ン
ナ
ー
は

輪
切
り
。

《
作
り
方
》

① 

テ
フ
ロ
ン
製
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ

リ
ー
ブ
油
を
入
れ
、
な
す
を
両
面

焼
く
。

② 

い
っ
た
ん
火
を
消
し
、
な
す
の
上
に

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
ツ

ナ
、
チ
ー
ズ
を
お
好
み
で
の
せ
る
。

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
蓋
を
し
て
、
火
に
か

け
、
チ
ー
ズ
が
溶
け
た
ら
お
皿
に

盛
り
、
出
来
上
が
り
♪

な
す
ピ
ザ
（
４
人
分
）

農
業
者
年
金

　

た
と
え
、
１
ヶ
月
で
も
積
立
て

た
年
金
は
将
来
受
給
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
事
務
局
ま
で

加
入
で
き
る
人
は
？

●

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

●

農
業
に
年
間
60
日
以
上
従
事
す
る
者

●

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
者

全
国
農
業
新
聞

経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

　

情
報
が
い
っ
ぱ
い
の

　

農
業
専
門
誌

を
講
読
し
ま
し
ょ
う
。

■
発
行
日
／
週
１
回
（
金
曜
日
）

■
購
読
料
／
月
７
０
０
円

　
　
　
　
　

年
額
８
４
０
０
円

■
申
込
み
／ 

各
農
業
委
員
会
又
は

農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

■
食
育
レ
シ
ピ

　

平
成
21
年
の
農
地
法
改

正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
で

は
、
委
員
全
員
と
事
務
局
職

員
で
、
農
地
が
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
る
か
、
年
３
回（
５

月
、
９
月
、
12
月
）農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
し
た
３
回
の
調
査
共

に
、概
ね
、適
正
に
肥
培
管
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

適
正
な
農
地
管
理
に
努
め
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
活
動
備
忘
録
★

★
狛
江
産
農
産
物
直
売
★

★
農
産
物
品
評
会
★

　

平
成
29
年
12
月
25
日（
月
）

狛
江
市
役
所
市
民
ひ
ろ
ば
に

お
い
て
、
都
市
農
政
推
進
協

議
会
主
催
の
狛
江
産
農
産
物

直
売
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

販
売
開
始
よ
り
多
く
の
市
民

が
列
を
作
り
、
好
評
な
売
れ

行
き
で
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
12
日
（
日
）

狛
江
市
民
ま
つ
り
会
場
で
開

催
さ
れ
た
第
59
回
農
産
物
品

評
会
で
は
、
近
年
の
天
候
不

順
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
359
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
高
品

質
な
野
菜
や
花
卉
類
が
展
示

さ
れ
、
市
民
へ
の
地
元
農
産

物
の
認
知
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
11
日
（
火
）

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
に
て

「
狛
江
の
畑
を
食
べ
よ
う
」と

題
し
、
農
業
委
員
を
講
師
と

し
た
食
育
講
習
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
約
20
名
の
方
が

参
加
し
、
最
初
に
農
業
委
員

が
講
話
を
行
い
、
次
に
狛
江

産
野
菜
を
使
用
し
た
調
理
実

習
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
、
と
て
も
熱
心
に
聴
講

し
て
い
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
、

毎
年
、
大
変
、
好
評
な
講
習

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
食
育
講
習
会
に
参
加
し
て

狛
江
の
畑
を
食
べ
よ
う
！
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（
案
）な
ど
、
都
市
農
地
保
全

に
関
る
法
整
備
が
進
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
制
度
を
周
知
し
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

正
確
に
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

農
業
委
員
会
で
は
、
新
制
度

を
的
確
に
把
握
し
、
理
解
の

浸
透
に
向
け
た
情
報
発
信
活

動
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
農
業
の
発
展
の

た
め
、
農
地
の
管
理
指
導
、

各
種
調
査
や
経
営
支
援
活
動

を
含
め
、
農
家
の
身
近
な
相

談
役
と
し
て
職
務
を
遂
行
し

て
参
る
所
存
で
す
。
今
後
と

も
農
業
委
員
会
活
動
に
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
編
集
後
記

　

第
13
号
の
発
行
に
際
し
、

事
務
局
と
編
集
委
員
に
は
、

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
近

年
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
農
業

に
関
す
る
制
度
も
目
ま
ぐ
る

し
く
変
動
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
農
業
委
員
会
か
ら
の
情

報
発
信
と
し
て
、
広
報
誌
の

編
集
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　

須
田
和
男　

松
坂
進

　

栗
山
光
行　

荒
井
悟

　

会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
本

橋
正
美
で
す
。
平
成
28
年
４

月
に
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業

委
員
の
選
出
方
法
が
選
挙
制

か
ら
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
る
任
命
制
へ
と
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
新

制
度
に
基
づ
く
選
出
に
よ

り
、
現
体
制
に
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
農
業
情

勢
に
お
い
て
は
、
都
市
農
業

振
興
基
本
法
を
始
め
、
改
正

生
産
緑
地
法
及
び
特
定
生
産

緑
地
制
度
、
都
市
農
地
の
貸

借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律

 
就
任
挨
拶

■
狛
江
市
農
業
功
労
者

　

表
彰

　

永
年
に
わ
た
り
農
業
の

先
導
者
と
し
て
地
域
農
業

に
貢
献
さ
れ
た
、
小
川
芳

文
さ
ん
、
栗
山
義
一
さ
ん

が
、
11
月
23
日
に
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

会長　本 橋 正 美
担当地区…和泉

須 田 和 男
会長職務代理
担当地区…小足立

小 川 　 保
担当地区…猪方

栗 山 光 行
担当地区…昭和・覚東

白 井 　 昇
部会長

担当地区…松原

三 角 武 久
部会長

担当地区…岩戸

荒 井 孝 之
部会長

担当地区…山谷・原

山 口 昭 二
担当地区…全域

松 坂 　 進
担当地区…駒井

栗 原 静 枝
担当地区…全域

荒 井 　 悟
担当地区…共栄

※
部
会
は
農
政
・
調
査
・
農

地
の
三
部
会
が
あ
り
、
部
会

長
は
任
期
中
、
一
年
毎
に
各

部
会
を
交
代
で
担
当
し
ま

す
。
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